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現在私たちが使っている掃除機は，その構造や動作原理

によって従来方式，サイクロン方式，排気循環方式の三つ

に分けることができる．今回は，まず従来方式の原理につ

いて触れてから，新方式であるサイクロン方式，排気循環

方式について触れ，従来方式と何が違うのかを比較検討し

ていくことにする．

従来方式の掃除機の構造は，ほこりやごみを吸い取るヘ

ッド部，ヘッド部と本体をつなぐホース部，そして本体の

三つの部分からなる．この三つは内部が空洞になって連結

されており，いわば全体で大きな一つの箱になっている．

本体内部にはモータによって駆動されるファンがある．

そしてファンの前にはごみをろ過するフィルタがいくつか

設けられている．このフィルタの一つがよく消費者が交換

する「ごみパック」であり，ここでは大きなごみのみがろ

過される．次に動作原理を説明する．

操作ボタンによってスイッチが入ると，ファンは本体内

部の空気を吸い込み，外部へと吐き出す．このファンの働

きによってヘッド部から新しい空気が吸い込まれ，この時

にほこりやごみが吸い込まれる．本体内に吸い込まれた空

気はごみパックやさらに後ろのフィルタを通り抜けて排気

されるが，ごみはフィルタに引っかかるので，ごみだけが

本体内のごみパックに蓄積されていく．もちろんごみパッ

クは定期的な交換が必要である．

以上が従来方式の動作原理だが，この中で最も重要な働

きをしているのはフィルタである．このフィルタがない場

合，掃除機は単なる「箱型扇風機」になってしまい，吸い

込んだ空気をただ外に吐き出すだけの機械になってしまう．

サイクロン方式では，ヘッド部から本体の間にごみ遠心

分離機が設けられている．この遠心分離機内部では台風並

みの力で空気が回転させられており，ここでごみは遠心力

により内壁に押し付けられる．そして，ごみが取り除かれ

た空気だけがフィルタを通り本体へと向かう．

以上がサイクロン方式の原理だが，この方式の特徴は従来

方式の心臓部とも

いえるごみを取り

除くためのごみパ

ックがないため，

吸引性能が低下し

にくい点である．

ごみを遠心分離し

ているので，遠心

分離機内にごみが

かなり溜まってき

ても吸引性能はほ

とんど低下しない．

排気循環方式とは，本体内部に吸い込まれた空気を外に

排気せず，それをまたヘッド部に戻して，ヘッド部から床

面に排気を吹きつけ，ごみを浮かして吸い取る，という方

式のものである．

空気の流れとして

は，まずヘッド部

から吸い込まれた

空気が本体内部に

入り，フィルタを

何枚か通った後，

再びヘッド部から

吹き付けられ吸い

込まれるという順

番になり，循環し

ていることになる．

以上，掃除機の仕組みについて紹介した．
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1. 従来方式
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3. 排気循環方式

2. サイクロン方式


